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北陸地方整備局 資料の配付をもって解禁資 料

湯沢砂防事務所 平成２５年 ７月１７日

記 者 発 表 資 料 １３時００分発表取 扱

平成２４年度完成 優良工事等の事務所長表彰式について

湯沢砂防事務所では、平成２４年度に完成した工事及び委託業務の中から、

その施工又は成果が優秀で、他の模範となるものを選定し表彰します。

【表彰の目的】

優良工事等の表彰は、湯沢砂防事務所所管の工事等に関し、その施工及び

成果が優秀であって、他の模範となるものを選定し、表彰することにより、

良質な社会資本整備を目指すとともに、建設技術の向上と事業の推進に資す

ることを目的としています。

また、優良工事に選定された工事における、下請負者等も当該工事の施工

に貢献した企業として表彰します。

【表彰式の日時・会場】

日時：平成２５年７月１８日（木） １０時００分～

会場：湯沢砂防事務所 １階会議室

新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立２３

【選定数】

平成２４年度に完成した工事等の中から、下記の通り選定されました。
区 分 選 定 数 備 考

優良工事 局長表彰 １件 完成工事全数 ４４件

事務所長表彰 １件

優良委託業務 事務所長表彰 ２件 完成業務全数 ６０件

優良建設技術者（工事） 事務所長表彰 １名 監理技術者等

優良建設技術者（委託業務） 局長表彰 １名 管理技術者等

優良工事における下請負者 事務所長より表彰 １件 ※ 優良工事に選定された工事

優良工事における下請負者 事務所長より表彰 １名 ※ において、元請負業者の推薦

の専任技術者 により選定

※優良工事における下請負者（同専任技術者含む）表彰は全て事務所長より表彰。

【事務所長表彰工事等】

・優良工事

表彰者名 : 株式会社 種村建設

表彰工事名： 高平沢第1号砂防堰堤災害関連緊急工事

・優良委託業務

表彰者名 ： 株式会社 クリエイトセンター

表彰業務名： 管内砂防堰堤等予備設計業務
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・優良委託業務

表彰者名 ： 一般財団法人 砂防フロンティア整備推進機構

表彰業務名： 砂防関連情報管理システム改良業務

・優良建設技術者（工事）

表彰者名 ： 関 陸郎 （株式会社 種村建設）

従事優良工事名： 高平沢第1号砂防堰堤災害関連緊急工事

・優良工事における下請負者表彰

表彰者名 ： 株式会社 元店建設

従事優良工事名： 高平沢第1号砂防堰堤災害関連緊急工事

・優良工事における下請負者の専任技術者表彰

表彰者名 ： 高橋 富二 （株式会社 元店建設）

従事優良工事名： 高平沢第1号砂防堰堤災害関連緊急工事

【北陸地方整備局長表彰について】

湯沢砂防事務所が発注し、平成２４年度に完成した工事・業務の北陸地方整

備局長表彰の受賞者は以下のとおりです。

表彰式は、平成２５年７月１７日（水）に行われます。

事務所長表彰式においてご披露を予定しています。

・優良工事

表彰者名 ： 株式会社 竹花組

表彰工事名： 上野原第３号砂防堰堤工事

・優良建設技術者（委託業務）

表彰者名 ： 臼杵 伸浩 （アジア航測株式会社 新潟営業所）

従事優良委託業務名： Ｈ２３．７豪雨崩壊特性等解析業務

【工事成績優秀企業の認定について】

北陸地方整備局では、過去２カ年（平成２３年４月１日～平成２５年３月

３１日）に完成した土木工事の中から、その工事成績評定が優秀であって、

他の模範となるものを選定し認定することにより、工事の成績評定の透明性

確保と民間事業者の技術力の一層の向上を図ることを目的として、特に工事

成績評定が優秀な企業を「工事成績優秀企業」として認定しています。

この認定企業として該当年度に湯沢砂防事務所が発注した工事を受注して

いる以下の企業が認定されました。

事務所長表彰式においてご披露を予定しています。

・工事成績優秀企業

認定企業名 ： 株式会社 竹花組

認定企業名 ： 株式会社 カネカ建設
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【取材対応について】

① 表彰式の取材は、表彰式後の記念写真撮影までといたします。

、 。② 表彰式会場に記者席を用意いたしますので 開式までにご着席願います

③ 事前の申し込み等は不要です。

【お問合せ先】

国土交通省 北陸地方整備局 湯沢砂防事務所

副所長(技術）関 敏文(内204)又は事業対策官 金森 智 (内208）
せき とし ふみ かな もり さとる

TEL：025-784-2263（代）FAX：025-784-1729

湯沢砂防事務所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.hrr.mlit.go.jp/yuzawa/

添付資料：

・受賞工事・業務内容資料

・式次第

・参考

本発表文は湯沢砂防事務所ホームページにも掲載されています。

資料等が不鮮明な場合は湯沢砂防事務所ホームページ

（URL ）でご確認願います。http://www.hrr.mlit.go.jp/yuzawa/index.html

また北陸地方整備局全体の表彰内容等については北陸地方整備局ホームページ

（URL でご確認願います。http://www.hrr.mlit.go.jp/index.html）



事務所名

代表取締役　並木 成德
工期

工事内容

砂防土工　１式
コンクリート堰堤工　１式　　　　砂防堰堤付帯工　　１式
　　　本堰堤　　2,133m3　　　　　　　　導水管保護工場所打杭　14本
　　　副堰堤　　　 840m3 　　　　　　　架設工　　　　　　　　　　　　55t
　　　側壁・水叩  450m3　　　　 仮設工　　　　　　　　１式
　　　間詰　　　　  115m3

選定理由

　本工事は平成23年7月の新潟・福島豪雨で発生した土石流災害に対応する災害
関連緊急工事事業の一環であり、高平沢における砂防堰堤工事である。
　上流に残された大量の不安定土砂による再度の災害発生防止のため、本堰堤
の早期完成が求められた。
　当初から厳しい工程が予想されていたが、春先の除雪による早期の着工、工事
用道路のｺﾝｸﾘｰﾄ舗装を新技術の補強路盤工に変更しての工程の短縮、資機材
の適切な搬入や人員確保による工程の維持、積極的な地元調整による円滑な進
捗等を図り、目標とした本堰堤を工期内に無事故で完成させた。
　又、堰堤直下に設置されている老朽化した㈱東北電力五十沢第一発電所への
導水管防護を適切に行い、送水を停止させること無く、電力不足を背景とする社会
情勢にも対応した。

               　　                                                                                                                                                                          

工事名
高平沢第1号砂防堰堤災害関連緊急工事

工事場所 新潟県南魚沼市土沢地先

平成24年度完成　優良工事〔事務所長表彰〕 番号 1

受注者

株式会社　種村建設 湯沢砂防事務所

新潟県南魚沼市水尾417番地
請負金額 172,042.5千円

平成24年3月13日
～　平成25年1月28日

完成写真
下流から上流を望む



番号

事務所名

代表取締役　上田　茂樹 業務名

工期

請負金額

番号

事務所名

　 理事長　森　俊勇 業務名

工期

請負金額

2平成24年度完成　優良委託業務　〔事務所長表彰〕

株式会社　クリエイトセンター 湯沢砂防事務所

１１，９７０千円

選定理由

本業務は、湯沢砂防事務所管内の魚野川右支川登川流域に計画されている砂防堰堤
等（砂防堰堤予備設計、土石流対策工、工事用道路下部対策工）の設計を行うもので
ある。
　登川流域では平成23 年7 月新潟・福島豪雨により既往最大の降雨量を記録し、各地
で土石流や河川の氾濫による住家、農地の被害が生じたほか、山地斜面には多数の
崩壊が発生し、今なお大量の不安定土砂が存在している。また、流域に整備された既
設の砂防設備の中には出水による洗掘など、損傷が確認されたものも存在する。本業
務は、通常の砂防堰堤等の予備設計において配慮すべき事項に加え、再度災害防止
の観点等から、今回の豪雨災害特性を十分に踏まえた上で遂行する必要があった。
　当該受注者は、上述のような被災事例のみならず、登川本川の基幹堰堤群に代表さ
れるような効果事例も確認した上で、設計時に想定すべき外力以上の災害に対しても
最低限施設の機能を確保するための防災施設について積極的に代替案の検討を行っ
た。砂防堰堤本体のだけでなく工事用道路等の仮設物についてもレジリエンスを有する
構造物とするための設計に優れた技術力を発揮し、優秀な成果をおさめた。

平成２４年９月２７日
～　平成２５年２月２８日

受注者

管内砂防堰堤等予備設計業務

新潟県新潟市中央区川岸町２丁目
８番１

選定理由

本業務は、湯沢砂防事務所管内における大規模土砂災害対応及び施設の機能確保等
日常業務支援のため、砂防情報管理システムの拡張及び改良と共に、新規データの登
録及び既存データの更新を行い、事務所内での情報活用の一層の促進を図ろうとする
ものである。
　当業務の実施に際しては、平成１０年度から整備されている砂防ＧＩＳシステムについ
て、昨今の大規模土砂災害発生時の対応に際する課題等を適切に分析するとともに、
職員の活用実態を十分に把握した上で、システムに求められる機能や情報を適切に選
択する必要があった。
　当該受注者は、システムの活用を活性化するため、操作性の向上やアップデートの容
易性にも力点をおき、データの充実のみならず整備後の維持管理も踏まえたシステム
の改良を行った。また、土砂災害防止法の改正に伴い新たに義務づけられた緊急調査
の実施や緊急情報の通知等、大規模土砂災害発生の際の課題等を全国的な視点で適
切に把握した上で、職員数の削減等を踏まえ災害時の対応を支援するために必要な
データをシステムに反映した。特に、管外で発生した河道閉塞が及ぼす影響を適切に評
価するためには、これまでシステムには備えられていなかった管外の標高データの必要
性を指摘し整備するなど、深い知見に基づく優れた技術力を発揮し、優秀な成果を成果
をおさめた。

平成24年度完成　優良委託業務　〔事務所長表彰〕 3

受注者

一般財団法人　砂防フロンティア整備推
進機構

湯沢砂防事務所

砂防関連情報管理システム改良業務

東京都千代田区平河町２－７－４

平成２４年１１月２３日
～　平成２５年３月２２日

２９,６８３．５千円



番号

事務所名

工事名

工事場所

株式会社　種村建設 工期

新潟県南魚沼市水尾417番地 請負金額

 

工事内容

砂防土工（土砂掘削4,200m3、軟岩掘削2,550m3、埋戻し2,120m3）
ｺﾝｸﾘｰﾄ本堰堤工2,133m3、副堰堤工840m3、側壁工・水叩工450m3、間詰工115m3）
砂防堰堤付帯工（導水管防護工場所打杭14本、架設工 55ｔ）
仮設工（工事用道路工1式、砂防仮締切工1式、仮排水路工1式、除雪工1式）

選定理由

   本工事は平成23年7月の新潟・福島豪雨で発生した土石流災害に対応する災害関連
緊急工事事業の一環であり、高平沢における砂防堰堤工事である。
　上流に残された大量の不安定土砂による再度の災害発生防止のため、本堰堤の早
期完成が求めらた。
　当初から厳しい工程が予想されていたが、春先の除雪による早期の着工、工事用道
路のｺﾝｸﾘｰﾄ舗装を新技術の補強路盤工に変更しての工程の短縮、資機材の適切な搬
入や人員確保による工程の維持、積極的な地元調整による円滑な進捗等を図り、目標
とした本堰堤を工期内に無事故で完成させた。
　又、堰堤直下に設置されている老朽化した㈱東北電力五十沢第一発電所への導水管
防護を適切に行い、送水を停止させること無く、電力不足を背景とする社会情勢にも対
応した。

平成24年度完成　優良建設技術者（工事）　〔事務所長表彰〕 4

技術者

関　陸郎
(現場代理人)
(監理技術者)

湯沢砂防事務所

高平沢第1号砂防堰堤災害関連緊急工
事

172,042.5千円

新潟県南魚沼市土沢地先

平成24年3月13日
～　平成25年1月28日

写真

完成写真

下流より上流を望



事務所名

優良
工事名

元請
業者名

下請者名

主任
技術者名

専門
工事業

工事内容

当該工事にかかる
砂防土工 　(土砂掘削 4,200m3、軟岩掘削 2,550m3、埋戻し 2,120m3）
ｺﾝｸﾘｰﾄ堰堤工　（本堰堤 2,133m3、副堰堤　840m3、側壁・水叩 450m3、間詰
115m3）
仮設工　（砂防仮締切工 1式、仮排水路工 1式）

選定理由

  本工事は平成23年7月の新潟・福島豪雨で発生した土石流に対応する砂防堰堤
の築造工事であった。
　上流に残された大量の不安定土砂による再度の災害発生防止のため、本堰堤
の早期完成が求められた。
　このため、当初より厳しい実施工程であったが、下請者は、本工事の目的を良く
理解し、的確な人員配置、先を読んだ資機材手配により工程進捗を図るとともに、
安全施設の適正設置等により、無事故・無災害での工事完成に貢献した。
　又、暑中から寒中におよぶコンクリート品質管理における新技術活用や創意工
夫及び砂防コンクリートの特性を理解した打設方法への対応がなされ、品質向上
への取り組みも顕著であった。
　さらに、大雨等により土石流の発生が予想される際には、土石流の流下阻止の
ため、集落に通ずる道路に大型土嚢を設置する取り組みを積極的に行い、砂防堰
堤完成前の地域の安全・安心を確保した。

株式会社　種村建設

とび・土工工事業

高橋　富二

株式会社　元店建設

湯沢砂防事務所

高平沢第1号砂防堰堤災害関連緊急工事

平成24年度完成　優良工事における下請負者〔事務所長表彰〕 番号 5



事務所名

代表取締役社長　矢野　健太郎 工期

選定理由

　本工事は信濃川水系中津川右支川の栃川における砂防堰堤工事である。当該
現場は標高８００ｍを超える豪雪地帯で降雪期が早く施工期間が制約されると共
に土石流の危険がある厳しい現場であり、工事期間中には台風17号による豪雨で
約3,300m3の土砂が現場内に流入・堆積による手戻りが発生した。このような厳し
い現場条件の中で本工事の受注者はセンサーの設置等基本に則った対策を実施
し工事の安全に万全を期するとともに、早期復旧と積極的な工程のフォローアップ
を実施し厳冬期となる前の１２月中に無事故で良質な構造物を完成させ優秀な成
績を収めたことから推薦するものである。

               　　                                                                                                                                                                          

工事名
上野原第３号砂防堰堤工事

工事場所
長野県下水内郡栄村大字上野原地

先

工事内容

砂防土工　１式
コンクリート堰堤工　１式
　副堤工　コンクリート　　　1,421ｍ3
　側壁工　コンクリート　　　  215ｍ3
　水叩工　コンクリート　　　  496ｍ3
深掘対策工　１式
仮設工　１式

平成24年度完成　優良工事〔局長表彰〕 番号 6

受注者

株式会社　竹花組 湯沢砂防事務所

平成24年7月5日
～　平成25年1月22日

長野県佐久市望月３０番地１
請負金額 92,137.5千円

完成写真
右岸から左岸を望む



番号

事務所名

業務名

アジア航測株式会社　新潟営業
所

工期

新潟県新潟市中央区東大通２丁
目３番２８号

請負金額

7

選定理由

　本業務は、平成２３年の豪雨により発生した魚野川等における土砂崩壊特性につ
いて、地質及び降雨等の要因との関係について解析するとともに、登川流域におい
て豪雨前後の渓床・河床材料の粒径変化特性についても解析するものであった。
　本業務においては、広範囲に散在する崩壊地の詳細な現地調査と、河床材料の変
化を的確に把握する必要があり、最新の技術を活用するなど既往最大規模の降雨に
よる土砂災害に対し、工夫を凝らしとりまとめ、十分な成果が提示された。

技術者

臼杵　伸浩
（管理技術者）

湯沢砂防事務所

H23.7豪雨崩壊特性等解析業務

平成24年10月12日
～　平成25年3月22日

24,832.5千円

平成24年度完成　優良建設技術者（業務）　〔局長表彰〕



平成２４年度完成 優良工事等表彰式 次第

日時：平成２５年７月１８日（木） １０：００～

会場：湯沢砂防事務所 １階会議室

次 第

１．開式の辞

１．事務所長表彰

１．局長表彰披露

１．工事成績優秀企業認定書披露

１．事務所長挨拶

１．表彰者謝辞

１．閉式の辞

※閉式後、受賞者、認定者と事務所幹部の記念写真撮影を予定してい

ます。


